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琴浦町立学校給食センター
食育だより 食生活を見直し、生活習慣病を予防しましょう！

消費者と生産者をつなぐ『地産地消』

夏の猛暑が過ぎ、過ごしやすい季節になりました。学習や運動に積極的に取り

組むために、その基礎となる食事のあり方も大切です。おいしいものいっぱいの

実りの秋を楽しみつつ、丈夫な体づくりを意識した食生活を心がけましょう。

地産地消とは、「地域で生産された農林水産物を地域で消

費する」取組です。消費者と生産者の距離が縮まり、環境に

も優しいことが注目されています。給食でも積極的に取り組

んでいる地産地消について、改めて考えてみましょう。

「新鮮なものが手に入る」「地域の食文化が学べる」などのメリットがあります。

また、地域内でお金が回ることで地域経済の貢献にもつながります。

地産地消は地球全体で取り組むＳＤＧsのゴール7・

13・14・15にも当てはまる取組です。物品の長距離

輸送には多くのエネルギーが使われ、温室効果ガスが発

生します。生産された場所からできるだけ近いところで

の消費は、環境にも優しい取組といえます。

地産地消を意識すると、旬の食べ物を味わうことにもつな

がります。一般的に旬の食べ物はおいしく価格が安いだけで

なく、栄養価が高くなるものもあります。

例えば、夏と冬のほうれんそうのビタミン

Ｃを比べると、約３倍もの含有量になります。

食材を選ぶとき、外食をするとき、

地産地消を意識してみませんか？

がんや心臓病、脳卒中といった病気は、現在の日本人の死亡原因トップ３です。

その発症や進行には日頃の生活習慣が大きく関わっており、こうした病気をまとめ

て「生活習慣病」といいます。大人になってから生活習慣を改善するのは難しいた

め、子どもの頃から健康を意識した望ましい食習慣を身に付けることが大切です。


